
村
木
英
幸
市
長
に
対
す
る

不
信
任
決
議
を
可
決
し
ま
し
た

令
和
4
年
6
月
16
日
の
令
和
4
年
あ
き
る
野
市
議
会
第
1
回
定
例
会
6
月
定
例
会

議（
7
日
目
）に
お
い
て
、「
村
木
英
幸
市
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議
」が
審
議
さ
れ
、

出
席
し
た
議
員
21
人（
全
議
員
）の
4
分
の
3
以
上
の
賛
成
に
よ
り
、可
決
し
ま
し
た
。

村木英幸市長に対する不信任決議可決・市議会解散に至るまでの動き
令和元年10月６日　あきる野市長選挙　村木英幸氏当選
令和元年11月１日　市長が所信表明で「高齢化」に対する取組について言及
令和元年12月19日　御堂中学校西側市有地および秋川高校跡地への福祉施設の誘致の再考を求める陳情　採択
　　　　　　　　　市長の独断で特別養護老人ホームを増やすことに反対を求める陳情　採択
令和２年12月17日　村木英幸あきる野市長に対する問責決議　可決

策定中の第８期あきる野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を巡る市長の言動について撤回を促すと
ともに、その責任を問う問責決議が可決

令和３年１月13日　第８期あきる野市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に関して再協議を求める決議　可決
　　　　　　　　　市長の判断で計画に盛り込まれた介護老人福祉施設の整備の部分について、再協議を求める決議が可決
令和３年３月31日　介護老人福祉施設の創設に関する調査特別委員会を設置
　　　　　　　　　あきる野市議会の議決すべき事件に関する条例　否決
　　　　　　　　　 議会の議決すべき事件に「介護老人福祉施設創設に伴う整備計画に関する意見書の提出を決定すること」を

追加する条例が議員提出議案として提出され、可決。その後、市長から審議のやり直しを求める再議書が提
出され、改めて採決した結果、出席議員の3分の2以上の賛成が得られなかったため、同条例は否決

令和３年７月12日　あきる野市議会の議決すべき事件に関する条例　可決
　　　　　　　　　御堂中学校西側市有地を売却又は貸付する場合には、議会の議決を必要とする条例を制定
令和３年12月16日　村木英幸市長に対し反省を求める決議　可決
　　　　　　　　　 市長に対し、市の業務に無用な混乱を招き、職員に過剰な負担を強いていること、公共交通検討委員会及び

議会に対する不誠実な態度を深く反省し、態度を改めるよう強く求める決議が可決
令和４年４月15日　広報あきる野に突如、介護老人福祉施設の開設を希望する法人の申出を受け付ける記事を掲載
令和４年６月16日　村木英幸市長に対する不信任決議　可決
令和４年６月23日　市議会解散

村
木
英
幸
市
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議

村
木
市
長
は
、
就
任
以
来
、
議
会
で
の
不
適
切
な
発
言
に
よ
る
、
発
言
の
取
り
消
し
や
訂
正
を
再
三
繰
り
返
し

て
き
た
ほ
か
、
議
会
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
な
い
不
誠
実
な
態
度
を
重
ね
た
結
果
、
昨
年
の
市
議

会
12
月
定
例
会
議
で
は「
村
木
英
幸
市
長
に
対
し
反
省
を
求
め
る
決
議
」も
議
決
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
長
か
ら
は
反
省
や
態
度
を
改
め
る
姿
は
一
向
に
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
状
況
の
中
、
市
長
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
誘
致
計
画
に
つ
い
て
、
市
議
会
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

創
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
新
設
の
是
非
を
議
論
し
て
い
る
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
如
、
４

月
15
日
号
の
広
報
あ
き
る
野
に
、
施
設
の
開
設
を
希
望
す
る
法
人
の
申
出
を
受
け
付
け
る
と
の
募
集
記
事
を
職
員

に
指
示
し
て
独
断
で
掲
載
し
、
市
政
に
更
な
る
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
。

市
長
は
、御
堂
中
西
側
市
有
地
に
お
け
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
誘
致
に
関
し
て
、昨
年
７
月
に
議
会
が
制
定
し
、

市
長
自
ら
公
布
し
た
「
あ
き
る
野
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
」
を
無
視
し
、
当
該
土
地
の
賃
貸
借

契
約
を
議
案
に
は
し
な
い
と
公
言
し
た
。
条
例
を
廃
止
に
す
る
こ
と
を
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
条
例

を
無
視
す
る
行
為
は
議
会
軽
視
で
あ
り
、
民
主
主
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
長
は
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
に
当

た
り
職
員
に
業
務
命
令
を
出
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
突
き
進
め
ば
、
職
員
が
地
方
公
務
員
法
の
法
令
違
反
と
な
る
危

険
さ
え
あ
る
。
こ
れ
は
市
議
会
と
し
て
断
固
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
由
々
し
き
事
態
で
あ
り
、
市
長
が
こ
れ
以
上

そ
の
職
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
は
、
あ
き
る
野
市
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
あ
き
る
野
市
議
会
は
、
村
木
市
長
を
信
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
、
決
議
す
る
。

　
令
和
４
年
６
月
16
日
　

東
京
都
あ
き
る
野
市
議
会
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賛
成
し
た
議
員

賛
成
し
な
か
っ
た
議
員

●
合
川
　
哲
夫

●
天
野
　
正
昭

●
臼
井
　
建

●
浦
野
　
治
光

●
大
久
保
　
昌
代

●
窪
島
　
成
一

●
子
籠
　
敏
人

●
関
口
　
え
り
子

●
た
ば
た 

あ
ず
み

●
辻
　
よ
し
子

●
中
嶋
　
博
幸

●
中
村
　
一
広

●
中
村
　
の
り
ひ
と

●
原
田
　
ひ
ろ
こ

●
ひ
は
ら
　
省
吾

●
堀
江
　
武
史

●
増
﨑
　
俊
宏

●
松
本
　
ゆ
き
子

●
村
野
　
栄
一

●
よ
し
ざ
わ 

ゆ
た
か

●
清
水
　
晃

討論 こ の よ う な 意 見 が 出 ま し た

 明るい未来を創る会　清水　晃 
　東京都は、64,000人分の特養を確保する目標を
掲げている。10億7千万円で土地開発公社より買い
戻し、40年以上塩漬になっている御堂中学校西側
市有地に、市長は特養を建設するため事業者を募っ

た。100床に対する都の交付額２億5千万円、50年
分の土地賃貸料２億2,500万円が本市の歳入となり、
残土除去費用の約１億円も事業者が負担する。本市
は、市長の同意書のみで、市税は一切使わず実施で
きる。現在までの市長の言動は執行権の範囲であり
反対する。　

 自由民主党志清会　村野　栄一 
　市長は、就任３年の間、議会での発言の取り消し
を日常的に繰り返す無責任な言動は幾度となく、ま
た意に沿わない陳情に訪れた市民へは、罵声を浴び
せるなど傲慢な態度で対応してきた。また施設の開

設を希望する法人の申出を受け付ける募集記事を広
報あきる野に掲載し、締め切り前に「既に業者は決
まっている」と発言、実際測量に業者も入った。こ
のように職権乱用は甚だしく、条例さえ無視する発
言をした市長を信任することはできない。

 公明党　原田　ひろこ 
　市長が第８期あきる野市高齢者福祉計画・介護保
険事業計画の介護老人福祉施設整備を同策定委員会
の報告と異なる計画に位置付け、委員長等が辞任。
事態の収束に動いた形跡もなく極めて遺憾。また、

開設法人の受付記事掲載前に事業者と施工業者が決
まっていると発言。市長の携帯に連絡した申込事業
者に都との協議を勧め、癒着の疑念が深まった。さ
らに、条例に基づく議案を提出しないと公言。ガバ
ナンスの崩壊は明らかで断じて許されない。即刻、
辞職すべき。

 日本共産党あきる野市議団　松本　ゆき子 
　特養ホームは必要と考えるが、市民の願いの実現
が目的でも、市民に説明のつかない不当な方法は認
められない。
　なによりも、条例違反を公言する今回の市長の行

動は民主主義に反するもの。明らかな条例無視の公
言は議会軽視であり、住民自治のルールにのっとっ
て市政を運営する意思のないことの表明であり、市
長としての資質に欠けると言わざるを得ない。
　市政に取り返しのつかない傷を残す前に、村木市
長の辞職を求める。

 明るい未来を創る会　中村　のりひと 
　市長の特養新設には会派として賛成してきた。市
民からの賛成の声もあった。40年間も遊ばせてき
た御堂中横の市有地がようやく陽の目を見る筈だっ
た。説明責任を果たせば2025年度中に着工できる

可能性は十分にあり、一緒に進めたかった。しかし
進め方が問題。当該市有地の売却、貸与は議会の可
決を必要とする条例を自ら公布したのに、上程しな
いと本会議場で何度も公言した。断腸の思いだがそ
の進め方には納得できず、不信任に賛成する。

03 ギカイの時間



　
村
木
市
長
に
対
し
て
、
６
月
１
日
の
本
会
議
で
緊
急
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
６
人
が
質
問
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
村
木
市
長
の
体
調
不
良
に

よ
り
３
人
目
の
途
中
で
中
断
し
、
６
日
に
３
人
目
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

緊
急
質
問
と
は

　
質
問
が
緊
急
を
要
す
る
と
き
や
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
議
会
の

同
意
を
得
る
こ
と
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
質
問
で
す
。
あ
き
る
野
市
議
会
会
議
規
則

第
6４
条
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

緊
急
質
問
者

　
１
日
　
合
川
哲
夫
議
員
、
た
ば
た
あ
ず
み
議
員
、
子
籠
敏
人
議
員
（
中
断
）

　
６
日
　
子
籠
敏
人
議
員
、
増
﨑
俊
宏
議
員
、
辻
よ
し
子
議
員
、
臼
井
建
議
員

合川哲夫議員

増﨑俊宏議員

たばたあずみ議員

辻よし子議員

村木市長

子籠敏人議員

臼井建議員

緊
急
質
問

市長は我々の意見を聞かず　市広報に公募の案内
を載せた。また、介護老人福祉施設の創設に関す
る調査特別委員会の結論も出ていない。執行権を
主張しているが、議会の結論が出るまで延ばす気
持ちはないか。
第８期（あきる野市高齢者保健福祉計画・介護保険
事業計画）の期限は区切られている、その期間でし
たい。

明るい未来を創る会
合川　哲夫

広報記事の掲載前から今日までに、申込受付の詳
細について、職員にどう説明したのか。
副市長・健康福祉部長・市長公室長に「この記事の
内容で受け付けてほしい」と話した。
問い合わせがあったら、誰が説明する想定だった
のか。
第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の
内容で、高齢者支援課が答えるように指示した。

「あきる野市議会の議決すべき事件に関する条例」
に抵触することを危惧して、職員が職務命令の発
行を依頼したが、説明はしたのか。
知り合いの特任教授が執行権の侵害の可能性が高
いと言っている。
では、執行権の侵害の申立てなどはしているのか。
申立てなどは考えていない。

日本共産党あきる野市議団
たばた　あずみ
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まだ何も決まっていないと言うが、それは嘘だ。
業者が測量に入り、市長の許可をもらっていると
話している。業者に許可を出したのは、いつか。
業者には調査をしたいとのことだったので、どう
ぞと言った。
許可したのは広報が出るより前か。
広報の前。
これは出来レースでは。
そのようなことはない。
その業者とは、いつからやり取りしているのか。
そういう業者は知らない。
知らない訳はない。先ほど自分で許可を出したと
言った。では、新聞報道の内容は誤報なのか。
存じない。
存じないでは済まされない。新聞各紙に出ていて、
みんな市長が今、嘘をついていると思っている。
真実は。
何も決まっていない。それが事実だ。
特別委員会で今後も説明を。
集中力が続かないので失礼する。

自由民主党志清会
子籠　敏人

市長は事業者に対し、市有地の貸付については議
会の議決事件であることや、場合によっては議会
において否決される可能性があることを説明して
いるのか。
市有地の貸付については、市有財産の貸付に関す
る規則があるので、それに基づいて貸し付ける。
また、議案として提出することはない。

「事業者も施工業者もすでに決まっている。」との発
言により、今回申し出た法人事業者との癒着があ
るとの疑いが生じてきた。これまで何らかの形で
接触したことはあるか。
色んな事業者との接触はない。

公明党
増﨑　俊宏

条例を無視して手続きを進め、土地の確約書を市
が業者に用意するのか。
都の求めに応じて市は用意していく。
都の審査会の前に行う事前ヒアリングにおいて、
条例無視の状況がある中で、市職員は本件の正当
性を説明しなくてはならない。その職員の姿を思
い浮かべたことはあるか。
誰が審査会に行くか、まだ決まっていない。
仮に都の審査会が通らない場合、業者から市へ損
害賠償請求される可能性がある。それでも計画を
進めるのか。
市の事業ではない。
市長の職員軽視、議会軽視、無責任さは残念だ。
市政は混乱し、市民からの信頼も失墜している。
自ら身を引く決断をすべきではないか。
子どもたちや高齢者が安心して生活できるように
市政を進めていく。

自由民主党志清会
臼井　建

市長は、市有地貸付の規定があるので議案は出さ
ないと主張しているが、単に賃料を決めた規定で
ある。認識を新たにして議案を出すべきでは。
第８期計画で特養新設は承認を得ているので議案
は出さない。
条例は第８期計画公表後に制定され、市長は条例
を不服とする再議をせず、条例は村木市長名で公
布された。今更、市長の執行権を理由に条例を無
視するのはおかしい。考え直す気は。
議案は出さない。
地方公務員法により職員は条例にも上司の命令に
も従う義務がある。職員に法律違反をさせても特
養誘致を進めるのか。
第８期計画に基づいて進める。
市有地の残土処分費は１億３千万円以上と試算さ
れているが事業者にやらせるつもりか。
事業者が決める。

くさしぎ
辻　よし子
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あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
案
審
議

〈 

議
案
第
43
号 

〉　
令
和
４
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

接
種
対
象
者
に
送
ら
れ
る
通
知
で

は
、
副
反
応
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
の

リ
ス
ク
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
案

内
し
て
い
る
か
。

同
封
す
る
厚
生
労
働
省
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
ご
と
に

重
篤
な
副
反
応
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
リ
ス
ク
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

中
学
生
の
保
護
者
か
ら
予
診
票
が

届
い
た
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る

が
、
キ※

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対

象
者
（
平
成
9
年
度
生
ま
れ
か
ら

平
成
17
年
度
生
ま
れ
）
に
は
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

4
月
1
日
号
の
広
報
あ
き
る
野
で

周
知
し
て
い
る
が
、
個
別
に
通
知

す
る
。

厚
生
労
働
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

見
た
だ
け
で
は
分
ら
な
い
リ
ス
ク

が
あ
る
。
市
が
独
自
に
情
報
収
集

を
し
て
情
報
提
供
で
き
な
い
も
の

か
。

市
が
情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
場
合
は
、
国
や
都
が
保
有
し
て

い
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
情
報
発
信

し
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
、
安
全
性
、
ま
た
は
リ
ス
ク
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報

提
供
に
努
め
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頸
が
ん
）ワ
ク
チ
ン
接

種
の
積
極
的
勧
奨
を
再
開
し
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
に
伴
い
接
種
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

※キャッチアップ接種　　定期接種の対象年齢の間に接種を逃した人のための接種

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
臨
時
会
議	
５
月
10
日

6
月
定
例
会
議	

会
議
期
間
23
日
間 

６
月
１
日
～
６
月
23
日

今号では
この中から
4つを

第１回臨時会議の議案は
　市長提出議案……… ２件
６月定例会議の議案は
　諮問………………… １件
　市長提出議案………10件
　陳情………………… ３件
　議員提出議案……… １件
　委員会提出議案…… １件

６
月
定
例
会
議

第
１
回
臨
時
会
議

ギカイの時間 06 

〈 

陳
情
第
４
ー
８
号 

〉　
押
し
ボ
タ
ン
式
機
能
取
付
け
依
頼
陳
情
書

〈 

陳
情
第
４
ー
10
号 

〉　
小
学
校
、
中
学
校
で
過
ご
す
児
童
生
徒
の
電
磁
波
被
爆
低
減
に
関
す
る
陳
情

五
日
市
小
学
校
か
ら
バ
ス
で
帰
宅
す
る
小
学
生
の
た
め
に
、
信
号

待
ち
の
時
間
を
短
く
し
、
バ
ス
の
乗
り
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
信
号
に

押
し
ボ
タ
ン
式
機
能
を
取
り
付
け
て
欲
し
い
と
い
う
陳
情
で
す
。
陳

情
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
当
分
の
間
は
実
現
す
る
こ
と
が
困

難
な
た
め
、
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

校
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
教
室
ご
と
に
使
用
中
の
み
Ｏ
Ｎ
に
し
、
使

用
後
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
使
い
す
ぎ
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
先

生
に
周
知
を
し
、
児
童
・
生
徒
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
指

導
す
る
こ
と
を
陳
情
し
ま
し
た
が
、
反
対
議
員
が
多
か
っ
た
た
め
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
は
、
経
済
や
観
光
の
活
性
化
、
産
業
振
興
、
人

口
の
増
加
、
市
民
の
生
活
利
便
性
の
向
上
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
、
国
と
都
に
対
し
、
あ
き
る
野
市
方
面
へ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

の
実
現
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も

の
で
す
。
賛
成
多
数
で
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
あ
き
る
野
市

方
面
へ
の
延
伸
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
・
意
見
が
出
ま
し
た
。

現
時
点
で
予
想
し
得
る
ル
ー
ト
、

費
用
負
担
な
ど
の
考
え
は
。

路
線
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

立
川
の
路
線
で
も
計
画
か
ら
20
年

と
い
う
月
日
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
、
具
体
的
な
費
用
の
試
算
は

行
っ
て
い
な
い
。

私
た
ち
の
世
代
で
は
無
理
だ
が
、

子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
は
利
用
さ

せ
た
い
と
い
う
強
い
多
く
の
意
見

を
聞
い
て
い
る
。
陳
情
に
は
賛
成

す
る
。

継
続
審
議
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
今
、
責
任
を
持
っ

て
モ
ノ
レ
ー
ル
を
進
め
る
べ
き
だ

と
い
う
判
断
は
で
き
な
い
た
め
不

採
択
に
す
る
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
、

東
京
都
知
事

※趣旨採択　　請願・陳情の願意は十分理解できるが、当分の間は願意を実現することが困難な場合に採られる決定の方法

「
五
日
市
小
学
校
前
」交
差
点
の
信
号
に

押
し
ボ
タ
ン
式
機
能
の
取
付
け
を
求
め

る
陳
情
は
趣
旨
採
択
※
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
、
中
学
校
で
過
ご
す
児
童
・
生

徒
の
電
磁
波
被
爆
低
減
に
関
す
る
陳
情

は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

〈 

陳
情
第
４
ー
９
号 

〉　
　  

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
あ
き
る
野
市
方
面
へ
の
延
伸
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情

07 ギカイの時間



聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
議
会
」か
ら「
本
会
議
録
画
中
継
」を
検
索
す
る
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問
議
員      

人   

質
問
項
目      

件

20

51

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

４
月
15
日
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
開
設
を
希
望
す
る
法
人
の
申

出
を
受
け
付
け
る
記
事
を
掲
載

し
た
。
そ
の
申
出
状
況
及
び
申

し
出
た
法
人
と
の
具
体
的
な
協

議
等
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

申
し
出
は
市
内
１
法
人
か
ら

あ
っ
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
協

議
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
法
人

が
独
自
に
東
京
都
と
の
協
議
を

進
め
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
に

委
ね
て
い
る
。
協
議
が
進
ん
で

く
れ
ば
、
土
地
の
確
約
書
や
意

見
書
を
市
か
ら
提
出
す
る
予
定
。

広
報
あ
き
る
野
の
記
事
に
は
、

「
詳
細
な
内
容
は
、
申
出
期
間

終
了
後
、
個
別
に
協
議
」す
る

と
の
記
載
が
あ
る
が
、
協
議
し

な
い
の
か
。

１
法
人
だ
っ
た
の
で
、「
東
京

都
と
の
協
議
に
臨
ん
で
く
だ
さ

い
」と
話
し
た
。
個
別
に
協
議

し
な
い
。

前
日
の
緊
急
質
問
で
は
、
申
し

出
た
法
人
と「
一
度
も
接
触
し

た
こ
と
は
な
い
」と
の
答
弁

だ
っ
た
。
連
絡
を
と
る
間
柄

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

退
院
後
、
私
の
携
帯
電
話
に
連

絡
が
あ
っ
た
。「
東
京
都
の
協

議
を
進
め
て
ほ
し
い
」と
申
し

上
げ
た
。

他
に
特
別
支
援
教
室
、
草
花
公

園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

広
報
あ
き
る
野
へ
の

掲
載
記
事
に
つ
い
て

増﨑　俊宏
（公明党）

ギカイの時間 08 

現
在
あ
き
る
野
保
健
相
談
所
で

各
種
の
母
子
保
健
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
間
取
り
の
悪
さ
か
ら
作
業
効

率
が
悪
か
っ
た
と
こ
ろ
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

母
子
保
健
事
業
が
現
在
の
施
設

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
は
。

平
成
９
年
４
月
、
東
京
都
か
ら

母
子
保
健
事
業
の
一
部
が
市
に

事
務
移
管
さ
れ
、
当
時
、
秋
川

保
健
相
談
所
で
あ
っ
た
現
在
の

あ
き
る
野
保
健
相
談
所
の
施
設

も
都
か
ら
市
に
移
譲
さ
れ
た
。

そ
れ
を
機
に
母
子
保
健
事
業
を

現
在
の
施
設
で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
母

子
保
健
事
業
の
内
容
は
。

健
診
事
業
が
６
事
業
、
個
別
の

相
談
事
業
が
３
事
業
、
各
種
教

室
が
３
事
業
、
健
診
後
の
グ

ル
ー
プ
活
動
が
１
事
業
、
全
部

で
年
間
13
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
一
日
当
た
り

の
平
均
受
診
者
数
と
現
在
の
平

均
受
診
者
数
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
者
数
を
制
限

し
て
い
る
た
め
、
３・
４
か
月

健
診
が
19
・
８
人
か
ら
６・
７

人
に
、
１
歳
６
か
月
健
診
が

20
・
５
人
か
ら
８・
８
人
に
、

3
歳
児
健
診
が
21
・
５
人
か
ら

６
・
０
人
に
減
少
し
て
い
る
。

他
に
あ
き
る
野
市
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
会
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

あ
き
る
野
保
健
相
談
所
に

つ
い
て

よしざわゆたか
（自民党志清会）

今
年
度
、
第
２
次
あ
き
る
野
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
が
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
最
も
重

要
な
計
画
で
あ
る
と
考
え
、
以

下
質
問
を
す
る
。

計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
、
令
和
５
年
３
月
の
策
定

に
向
け
、
令
和
３
年
度
に
実
施

し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
、
分

析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

分
析
結
果
を
基
に
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
で
計
画
内
容
を
審

議
、
10
月
に
は
素
案
作
成
、
12

月
に
福
祉
文
教
委
員
会
に
報
告

後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
予
定
。

市
に
は
、
２
つ
の
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
活
発
に
活

動
し
て
い
る
が
、
第
２
次
あ
き

る
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

中
で
の
位
置
付
け
は
。

地
域
団
体
と
の
連
携
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
機
会
の
提
供
や

創
出
を
行
っ
て
い
く
主
体
の
一

つ
と
し
て
、
引
き
続
き
位
置
付

け
て
い
く
。

他
に
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

第
２
次
あ
き
る
野
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て

ひはら　省吾
（自民党志清会）
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秋
多
都
市
計
画
道
路
３・３・９

号
線
は
、
南
北
幹
線
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
地
域

住
民
か
ら
整
備
区
間
の
早
期
開

通
が
望
ま
れ
て
い
る
。
氷
沢
橋

交
差
点
か
ら
草
花
大
橋
ま
で
の

区
間
に
つ
い
て
は
、
未
整
備
と

な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
依

然
と
し
て
交
通
開
放
が
行
え
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
、
都
市
計
画
道
路
３
・

３・
９
号
線
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
質
問
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
未
整
備
区
間
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

東
京
都
に
よ
り
用
地
取
得
が
進

め
ら
れ
、
令
和
２
年
度
末
の
用

地
取
得
率
は
約
89
％
で
、
前
年

度
よ
り
約
９
％
上
昇
し
て
い
る
。

未
整
備
区
間
は
、
用
地
取
得
の

状
況
を
踏
ま
え
、
築
造
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
、
未
整

備
区
間
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、
市
と
し
て
早
期
開
通
に

向
け
、
都
と
の
連
携
や
地
域
住

民
と
の
調
整
を
図
る
な
ど
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

他
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会

教
育
に
関
す
る
団
体
の
活
動
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

東
京
都
が
施
工
す
る
都
市
計
画

道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

窪島　成一
（自民党志清会）

現
在
の
市
政
運
営
は
、
市
の
方

針
決
定
等
の
手
続
き
及
び
議
会

や
市
民
と
の
意
思
疎
通
も
欠
け

て
い
る
が
、
市
政
運
営
の
基
本

姿
勢
の
在
り
方
と
は
何
か
伺
う
。

市
長
、
議
会
及
び
市
民
の
連
携

と
調
和
に
よ
り
、
各
種
施
策
を

進
め
て
行
く
こ
と
が
、
市
政
運

営
の
基
本
的
な
在
り
方
で
あ
る
。

市
長
が
行
っ
た
特
養
の
申
出
行

為
は
、
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

か
ら
は
、
ほ
ど
遠
い
行
為
だ
が
。

部
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
。

市
長
の
議
会
の
委
員
会
へ
の
出

席
要
請
の
拒
否
、
反
省
を
求
め

る
決
議
な
ど
不
適
切
な
市
政
運

営
で
議
会
が
混
迷
し
て
い
る
が
。

部
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
は
、

か
け
離
れ
た
状
態
で
あ
る
。
ま

た
、
条
例
に
基
づ
く
議
案
を
提

出
し
な
い
と
い
う
条
例
違
反
行

為
を
公
然
と
断
言
し
、
市
政
の

歪
み
が
拡
大
し
て
い
る
が
。

部
長
が
お
答
え
し
た
と
お
り
、

業
務
に
ま
い
進
す
る
。

現
在
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

浦野　治光
（自民党志清会）

ギカイの時間 10 

個
人
情
報
保
護
法
が
個
人
情
報

の
利
活
用
に
重
き
を
置
い
た
法

律
に
改
正
さ
れ
、
自
治
体
独
自

に
定
め
て
い
る
個
人
情
報
保
護

条
例
が
全
国
共
通
ル
ー
ル
に
統

一
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
方
分
権
及
び
個
人
情
報
保
護

の
後
退
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘

が
さ
れ
て
い
る
が
市
の
見
解
は
。

改
正
法
の
基
本
理
念
は
本
市
の

条
例
の
目
的
と
異
な
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
引
き
続
き
個
人

情
報
の
保
護
に
努
め
る
。

条
例
名
を
法
施
行
条
例
に
変
更

せ
ず
、
従
来
の
個
人
情
報
保
護

条
例
と
す
る
考
え
は
。

条
例
全
体
の
構
成
等
を
ま
と
め

る
中
で
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
題

名
に
必
ず
し
も
固
執
す
る
こ
と

な
く
、
条
例
の
内
容
に
適
し
た

題
名
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

理
念
的
事
項
と
し
て
自
己
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
入
れ
て
は
。

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
に

関
し
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
が

許
容
さ
れ
て
い
る
の
は
、
開
示

請
求
等
の
手
続
の
み
と
な
る
。

改
正
条
例
の
内
容
に
沿
っ
た
形

で
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

を
残
す
こ
と
は
、
容
易
で
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
項
を
残

す
考
え
は
。

市
民
の
理
解
と
関
心
、
制
度
の

適
正
な
運
営
に
必
要
で
あ
り
、

規
定
を
残
す
方
向
で
検
討
す
る
。

他
に
市
長
権
限
の
行
使
等
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

個
人
の
権
利
利
益
を
守
る
た
め
の

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

辻　よし子
（くさしぎ）

公
人
で
あ
る
市
長
は
、
こ
の
土

地
に
つ
い
て
脅
迫
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
て
い
な
い

か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
個
人
で

あ
る
村
木
英
幸
に
金
銭
的
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

緊
急
質
問
で
、
市
長
は
業
者
に

測
量
を
許
可
し
た
が
そ
の
業
者

を
知
ら
な
い
と
答
弁
し
た
。
許

可
す
る
時
は
決
め
ら
れ
た
手
順

が
あ
る
は
ず
。
そ
れ
を
し
て
い

な
い
の
は
市
長
が
公
私
の
区
別

を
理
解
で
き
て
い
な
い
。
過
去

に
も
同
じ
よ
う
な
事
例
が
多
数

あ
っ
た
。
公
私
の
区
別
が
つ
か

な
い
市
長
は
職
を
辞
め
る
べ
き
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

他
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
進

捗
状
況
、
子
育
て
ひ
ろ
ば「
こ

こ
る
の
」に
つ
い
て
質
問
し
た
。

御
堂
中
学
校

西
側
市
有
地
に
つ
い
て

天野　正昭
（自民党志清会）

11 ギカイの時間



生
徒
自
身
が
考
え
、
関
わ
る
こ

と
を
促
し
な
が
ら
、
校
則
を
見

直
す
よ
う
求
め
て
き
た
。
市
内

中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き

が
あ
っ
た
か
。

各
学
校
で
校
則
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
る
。
中
学
生
ら
し
い

髪
形
と
い
う
校
則
の
文
言
は
変

え
ず
、
範
囲
を
よ
り
拡
大
し
て

捉
え
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

靴
下
の
色
指
定
に
つ
い
て
、
黒

や
紺
な
ど
汚
れ
の
目
立
た
な
い

色
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。
見

直
せ
な
い
か
。

一
律
に
見
直
し
を
働
き
か
け
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
見

直
し
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と

を
学
校
に
伝
え
る
。

指
導
す
る
教
員
に
よ
っ
て
中
学

生
ら
し
い
髪
形
の
捉
え
方
が
違

う
可
能
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

年
度
初
め
及
び
必
要
に
応
じ
て

年
度
途
中
で
も
教
員
間
で
確
認

と
共
有
を
し
、
検
討
を
繰
り
返

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

生
徒
た
ち
が
校
則
を
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
積
極
的
に
考
え
、

見
直
し
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

働
き
か
け
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

生
徒
た
ち
が
自
分
た
ち
の
問
題

と
し
て
積
極
的
に
考
え
て
取
り

組
む
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
考

え
る
。
今
後
も
様
々
な
問
題
解

決
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

の
で
き
る
児
童
・
生
徒
の
育
成

に
努
め
て
い
く
。

他
に
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

たばたあずみ
（共産党）

秋
川
駅
南
口
運
動
広
場
及
び
周

辺
整
備
に
つ
い
て
、
以
下
質
問

す
る
。

秋
川
駅
南
口
運
動
広
場
を
利
用

す
る
地
域
の
方
々
か
ら
、
屋
外

ト
イ
レ
の
設
置
が
望
ま
れ
て
い

る
が
、
市
の
見
解
は
。

油
平
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
利
用
予

約
が
な
い
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、

ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
広
場
を

利
用
す
る
地
域
の
方
々
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
仮
設
ト
イ
レ
設

置
の
検
討
を
す
る
。

油
平
市
営
住
宅
跡
地
の
今
後
の

方
向
性
は
。

市
営
住
宅
跡
地
に
つ
い
て
は
、

売
却
条
件
が
整
っ
た
箇
所
か
ら
、

順
次
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る

売
払
い
を
行
っ
て
い
る
。
油
平

住
宅
跡
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

課
題
を
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
具
体
的
な
売
却
時
期

等
は
、
決
ま
っ
て
い
な
い
。

他
に
職
務
命
令
等
、
市
の
主
催

事
業
等
、
秋
川
渓
谷
プ
レ
ミ
ア

ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
、

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

秋
川
駅
南
口
運
動
広
場
及
び

周
辺
整
備
に
つ
い
て

中村　一広
（自民党志清会）

ギカイの時間 12 

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
給
付

対
象
者
の
要
件
が
、
要
介
護
2

か
ら
要
介
護
5
ま
で
に
な
っ
た
。

対
象
者
数
等
の
状
況
変
化
は
。

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
の
給

付
対
象
者
は
５
５
３
人
、
令
和

３
年
４
月
１
日
と
比
較
し
13
人

減
少
し
て
い
る
。

コ
ッ
ト
ン
製
の
尿
取
り
パ
ッ
ト

が
今
年
度
は
、
給
付
さ
れ
て
い

な
い
。
コ
ッ
ト
ン
製
を
希
望
す

る
人
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

コ
ッ
ト
ン
製
の
パ
ッ
ト
は
、
令

和
４
年
３
月
末
で
廃
番
と
な
っ

た
。
コ
ッ
ト
ン
製
に
近
い
も
の

と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
製
品
を
対
象
に
加
え
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
介
護
保
険
特
別

会
計
の
地
域
支
援
事
業
費
の
任

意
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

が
、
国
は
い
つ
ま
で
任
意
事
業

と
し
て
認
め
て
い
る
の
か
。

既
に
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事

業
の
対
象
外
だ
が
、
事
業
の
廃

止
、
縮
小
に
向
け
具
体
的
な
方

策
を
検
討
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

当
面
、
実
施
し
て
差
し
支
え
な

い
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
例
外
的
措
置
の
期
間
は
令
和

６
年
３
月
末
ま
で
と
な
る
。

例
外
的
措
置
の
終
了
後
、
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

財
源
確
保
に
課
題
が
あ
り
、
介

護
保
険
推
進
委
員
会
等
で
の
検

討
結
果
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
。

他
に
市
内
保
育
園
の
現
状
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

高
齢
者
お
む
つ
等

給
付
に
つ
い
て

松本　ゆき子
（共産党）

原
材
料
費
や
物
流
費
が
高
騰
し

て
い
る
。
学
校
給
食
等
へ
の
影

響
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

一
部
の
野
菜
や
加
工
食
品
、
食

用
油
な
ど
の
価
格
が
高
騰
し
食

材
費
を
賄
う
上
で
の
影
響
が
危

惧
さ
れ
る
。
価
格
の
動
向
等
を

注
視
し
、
児
童
・
生
徒
に
提
供

す
る
給
食
の
質
や
量
を
低
下
さ

せ
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
す
る
。

他
の
自
治
体
で
は
対
応
策
と
し

て
、
使
用
食
材
の
変
更
や
献
立

の
工
夫
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

聞
く
が
、
本
市
は
ど
う
か
。

栄
養
士
が
献
立
や
食
材
の
調
達

を
工
夫
し
、
必
要
な
栄
養
バ
ラ

ン
ス
や
量
を
調
整
し
て
い
る
。

様
々
な
工
夫
を
し
て
も
給
食
費

で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

と
な
れ
ば
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
か
。

給
食
納
付
金
で
賄
え
な
い
場
合
、

必
要
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を

確
保
す
る
た
め
、
交
付
金
を
含

め
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
及
び
認
可
外
保
育
施
設
な

ど
の
状
況
は
ど
う
か
。
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を
考
え

て
い
る
か
。

公
立
、
民
間
を
問
わ
ず
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
質
な
ど
に
影
響
が

な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
保

護
者
の
負
担
が
増
加
し
な
い
よ

う
、
現
在
、
交
付
金
を
活
用
し

た
対
策
の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

他
に
が
ん
対
策
に
つ
い
て
、
ご

み
の
減
量
化
の
取
組
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

物
価
高
騰
に
よ
る
学
校
給
食

等
へ
の
影
響
に
つ
い
て

原田ひろこ
（公明党）

13 ギカイの時間



５
月
９
日
～
13
日
ま
で
戦
闘
機

に
よ
る
特
殊
演
習
が
行
わ
れ
た
。

ど
の
よ
う
な
内
容
の
演
習
で

あ
っ
た
の
か
。

三
沢
基
地
所
属
の
Ｆ
16
戦
闘
機

が
参
加
し
、
離
発
着
を
含
め
た

迅
速
な
展
開
を
行
う
訓
練
と
、

重
大
事
故
発
生
時
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
訓
練
で
あ
る
。

こ
の
演
習
に
つ
い
て
市
民
か
ら

苦
情
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
そ
の
内
容
は
。

５
月
９
日
～
13
日
ま
で
の
間
に
、

演
習
に
関
す
る
苦
情
が
14
件
寄

せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
は「
戦
闘

機
の
騒
音
が
ひ
ど
い
」「
早
朝

や
夜
間
の
飛
行
は
や
め
て
ほ
し

い
」「
横
田
基
地
へ
抗
議
を
し

て
ほ
し
い
」な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

こ
の
演
習
に
対
し
て
、
本
市
で

も
米
軍
、
防
衛
省
に「
昼
夜
を

問
わ
ず
、
横
田
基
地
に
お
け
る

戦
闘
機
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し

な
い
よ
う
、強
く
要
請
し
ま
す
」

と
口
頭
要
請
を
お
こ
な
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
激
し
い
訓

練
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
市
の
見
解
は
。

戦
闘
機
の
訓
練
や
飛
行
は
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
減
ら
す
と
い
う

観
点
に
お
い
て
は
、
訓
練
を
含

め
、
米
軍
機
に
よ
る
飛
行
は
減

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

他
に
学
校
給
食
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

横
田
基
地・米
軍
機
に
つ
い
て

関口　えり子
（共産党）

幼
児
人
口
及
び
保
育
施
設
の
定

員
充
足
状
況
は
。

幼
児
人
口
は
、
令
和
４
年
、

３
１
４
２
人
、
令
和
６
年
、

３
０
４
５
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

定
員
充
足
状
況
は
公
立
保
育
所

約
64
％
、
幼
稚
園
約
67
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

市
は
、
幼
児
数（
需
要
）と
施
設

側
の
状
況（
供
給
）を
見
極
め
、

全
体
の
利
用
調
整
と
い
う
役
割

を
し
っ
か
り
果
た
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
に
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
調
整
す
る
役

割
が
あ
る
と
認
識
。
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

仮
に
、
新
た
な
無
認
可
施
設
が

市
内
に
設
置
さ
れ
た
後
、
当
該

施
設
が
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

を
希
望
し
た
場
合
、
市
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
で
は
、
新
た
な
施
設
の
必
要

性
は
な
い
と
伝
え
て
い
る
が
、

計
画
の
中
に
明
記
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
今
秋
、
次
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
総
合
計
画

を
改
定
す
る
た
め
の
中
間
見
直

し
を
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
新

た
な
施
設
の
必
要
性
の
有
無
に

つ
い
て
明
記
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
市
は
、
私
立
保
育
所

の
園
長
会
へ
の
出
席
を
し
て
き

た
が
、
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も

園
の
園
長
会
へ
出
席
し
た
こ
と

が
な
い
。
今
後
、
幼
稚
園
側
か

ら
園
長
会
へ
出
席
し
て
ほ
し
い

と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
う
す
る
か
。

依
頼
が
あ
れ
ば
出
席
す
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
に
つ
い
て

臼井　建
（自民党志清会）

ギカイの時間 14 

近
年
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

に
備
え
て
、
様
々
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

指
定
避
難
所
に
は
、
情
報
収
集

の
た
め
の
テ
レ
ビ
が
必
要
と
考

え
る
が
、
配
備
に
つ
い
て
は
。

指
定
避
難
所
26
箇
所
の
う
ち
設

置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
五
日
市

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
五
日
市

フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
の
２
施
設
の

み
。
情
報
収
集
に
有
用
で
は
あ

る
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
困

難
な
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ
に
代

え
て
、
ス
マ
ホ
等
へ
の
充
電
可

能
な
蓄
電
池
を
設
置
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

防
災
教
育
の
取
組
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
も
有
効
な

方
法
と
考
え
る
。
他
に
も
東
京

都
教
育
委
員
会
作
成
の
教
材
や

地
域
人
材
の
活
用
、
体
験
や
見

学
な
ど
様
々
な
方
法
を
効
果
的

に
取
り
入
れ
て
指
導
す
る
。

要
介
護
者
の
避
難
を
助
け
る
た

め
、
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と

の
災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
結

ん
で
は
い
か
が
か
。

専
用
車
両
の
活
用
な
ど
、
要
介

護
者
の
円
滑
な
避
難
に
向
け
、

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
今
後
、
調
査
、
検
討
す

る
。

他
に
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

大久保　昌代
（公明党）

女
性
な
ら
で
は
の
体
調
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
今
後
の
改
善
点

は
。
ま
た
、
ど
う
い
う
職
場
環

境
を
理
想
と
し
て
環
境
整
備
を

図
っ
て
い
る
か
。

女
性
特
有
の
体
調
不
良
要
因
と

し
て
は
、
月
経
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ（
月

経
前
症
候
群
）、
疾
病
に
よ
る

も
の
や
、
妊
娠
、
出
産
、
更
年

期
障
害
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
も
、
生
理
休
暇
は
、

労
働
基
準
法
に
よ
り
就
業
が
著

し
く
困
難
な
場
合
に
取
得
で
き

る
休
暇
だ
が
、
厚
生
労
働
省
の

調
査
で
、
生
理
休
暇
制
度
の
取

得
率
は
低
く
、
本
市
も
同
様
の

状
況
。
今
後
は
、
年
齢
や
男
女

を
問
わ
ず
、
体
調
面
や
特
性
を

把
握
し
、
日
頃
か
ら
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
る

こ
と
、
女
性
な
ら
で
は
の
体
調

面
に
関
す
る
情
報
の
発
信
や
共

有
を
図
り
、
職
員
同
士
の
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
る
。

他
に
学
校
教
育
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

市
職
員
に
つ
い
て

中村のりひと
（明るい未来）

15 ギカイの時間



あ
き
る
野
市
第
２
次
総
合
計
画

が
発
表
さ
れ
、
本
市
の
将
来
像

が
描
か
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
10

年
間
の
取
組
を
伺
う
。

第
１
次
計
画
と
の
違
い
は
、
将

来
人
口
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
取
組

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
や

Ｄ
Ｘ
の
新
た
な
概
念
を
取
り
入

れ
て
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
見
解
は
。

Ｆ※

Ｍ
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
推
進
す
る
。

Ｄ
Ｘ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
の

促
進
を
進
め
、
令
和
４
年
度
に

市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
を
策
定
す

る
予
定
。

人
口
減
少
化
社
会
に
突
入
し
、

税
収
に
影
響
が
出
る
。
今
後
の

基
本
施
策
の
取
組
は
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持

し
な
が
ら
、
自
治
体
の
規
模
に

応
じ
た
施
策
の
選
択
と
集
中
に

取
り
組
む
こ
と
等
が
必
要
。

第
２
次
計
画
で
は
国
土
強
靭
化

が
４
部
構
成
の
一
つ
と
さ
れ
て

お
り
重
要
課
題
で
あ
る
。
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
の
整

合
性
は
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
な

ど
の
個
別
の
行
政
計
画
は
、
今

後
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を

踏
ま
え
て
第
２
次
総
合
計
画
と

整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
策
定
。

専
門
部
の
設
置
と
人
材
配
置
は
。

現
段
階
で
は
、
各
部
署
に
お
い

て
国
土
強
靭
化
に
関
す
る
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
、

取
組
を
進
め
る
中
で
、
専
門
部

署
や
人
員
配
置
な
ど
の
必
要
性

が
生
じ
た
際
に
検
討
す
る
。

あ
き
る
野
市

第
２
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

合川　哲夫
（明るい未来）

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
に
向
け
た
法
改
正
と
雇
用
安

定
に
つ
い
て
、
以
下
伺
う
。

国
の
非
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を

踏
ま
え
、
す
べ
て
の
会
計
年
度

任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
を
支
給

で
き
る
よ
う
、
市
長
会
を
通
じ

て
国
に
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

国
に
お
い
て
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
検
討
課
題
と
い
う
見
解

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
市
と
し
て
は
本
件
を
国

へ
要
望
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市

長
会
と
調
整
し
て
い
く
。

給
料
又
は
報
酬
の
水
準
、
手
当

支
給（
期
末
手
当
）、
休
暇
制
度

は
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
図
る

こ
と
は
基
本
と
思
う
が
。

現
在
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
常

勤
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

と
の
業
務
内
容
や
勤
務
時
間
等

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
設
定

し
て
い
る
た
め
、
均
衡
は
お
お

む
ね
図
ら
れ
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
人
員

と
常
勤
職
員
と
の
割
合
、
職
種
、

職
域
別
を
含
め
た
割
合
は
。

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、
会

計
年
度
任
用
職
員
は
８
２
２
人

で
、
常
勤
職
員
と
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
を
合
わ
せ
た
１
３

１
９
人
に
対
し
て
約
62
％
。
職

種
別
で
は
、
保
健
師
が
約
39
％
、

保
育
士
が
約
52
％
、
栄
養
士
が

約
73
％
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
資
源
と
ご
み
の
出
し
方
カ

レ
ン
ダ
ー
、
檜
原
村
焼
却
施
設

建
設
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
等
に
つ
い
て

清水　晃
（明るい未来）

※FM　　ファシリティマネジメント　企業・団体等が組織活動のために、施設とその環境を総合的に企画、管理、活用する経営活動のこと。
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住
民
が
集
え
る
場
所
等
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

地
域
住
民
が
活
動
可
能
な
施
設

等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

す
る
。

公
園
整
備
を
決
定
し
て
い
る
が
、

住
民
の
声
が
反
映
で
き
る
の
か
。

今
後
、
土
地
区
画
整
理
審
議
会

や
駅
地
区
を
住
み
よ
く
す
る
会

等
か
ら
意
見
を
も
ら
う
機
会
を

設
け
る
必
要
が
あ
る
。

住
民
の
安
心
安
全
に
つ
い
て
、

福
生
・
五
日
市
両
警
察
署
と
話

し
合
い
は
必
要
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

事
業
完
了
後
に
は
、
新
し
い
町

名
地
番
が
確
定
次
第
、
警
視
庁

の
設
置
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

い
て
管
轄
区
域
の
変
更
を
行
っ

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。
引
き

続
き
、
両
警
察
署
と
管
轄
す
る

区
域
に
つ
い
て
、
地
域
の
要
望

を
踏
ま
え
つ
つ
協
議
を
行
う
。

踏
切
の
安
全
対
策
は
。

今
後
の
踏
切
の
安
全
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
の
対
策
の
ほ
か
、
事

業
地
内
及
び
周
辺
の
基
盤
整
備

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

他
に
市
長
の
出
勤
状
況
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

武
蔵
引
田
駅
北
口
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

堀江　武史
（自民党志清会）

防
災
行
政
無
線
は
多
く
の
市
民

及
び
市
内
に
い
る
人
々
に
緊
急

か
つ
一
斉
に
周
知
す
る
大
切
な

手
段
で
あ
り
、
夜
間
放
送
は
消

防
団
を
出
動
さ
せ
る
役
割
も
あ

る
が
、
市
内
全
域
放
送
に
つ
い

て
は
、
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

防
災
行
政
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
こ
と
か
ら
、
消
防
団
の
出

動
区
域
ご
と
に
放
送
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
。

出
動
区
域
の
大
字
と
し
て
グ

ル
ー
プ
化
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

出
動
対
象
区
域
内
の
屋
外
拡
声

子
局
か
ら
放
送
を
流
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

放
送
し
な
い
で
消
防
団
へ
出
火

の
周
知
を
し
て
い
る
行
政
な
ど

の
情
報
は
。

出
火
時
の
放
送
を
行
っ
て
い
る

の
は
10
市
町
村
で
あ
り
、
行
っ

て
い
な
い
の
は
20
市
。

市
の
今
後
の
取
組
は
。

火
災
放
送
を
行
っ
て
い
な
い
他

自
治
体
の
運
用
実
態
や
方
法
な

ど
も
参
考
に
、
放
送
機
器
の
機

能
改
修
や
様
々
な
運
用
方
法
を

検
討
し
て
、
放
送
に
よ
る
市
民

の
負
担
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
取

組
を
進
め
る
。

他
に
環
境
対
策
に
つ
い
て
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
の
西
部
地
域
へ
の
整
備
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

防
災
行
政
無
線
の

運
用
規
程
に
つ
い
て

村野　栄一
（自民党志清会）
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こ
の
春
に
全
国
制
覇
し
た
オ
ー

ル
あ
き
る
野
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
も
、
懸
垂
幕
を
掲
げ
て
は
。

こ
の
度
の
オ
ー
ル
あ
き
る
野
女

子
の
よ
う
に
、
市
民
の
誇
り
と

な
る
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
団
体

等
に
つ
い
て
は
、
懸
垂
幕
の
掲

示
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
功

績
を
あ
げ
た
人
の
横
断
幕
や
懸

垂
幕
を
、
中
央
公
民
館
や
秋
川

体
育
館
で
掲
出
で
き
な
い
か
。

ス
ペ
ー
ス
的
に
は
可
能
で
あ
る

の
で
、今
後
、そ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
ら
検
討
す
る
。

町
内
会
・
自
治
会
の
加
入
促
進

や
、
国
際
姉
妹
都
市
マ
ー
ル
ボ

ロ
ウ
市
と
の
交
流
事
業
な
ど
の

懸
垂
幕
を
掲
揚
し
て
は
。

町
内
会
・
自
治
会
の
加
入
促
進

の
よ
う
に
、
市
民
へ
広
く
周
知

し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
掲
げ
る

こ
と
は
、
懸
垂
塔
の
効
果
的
な

活
用
方
法
で
あ
り
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
国
際
交
流
事
業

の
よ
う
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
署
の
意
向
等
を
踏
ま
え

た
上
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

掲
示
が
終
わ
り
、
再
利
用
さ
れ

な
い
懸
垂
幕
に
つ
い
て
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
ト
ー
ト

バ
ッ
ク
や
ポ
ー
チ
に
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
取
組
を
行
っ
て
は
。

廃
棄
物
の
活
用
や
処
分
費
の
削

減
な
ど
の
観
点
か
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

他
に
公
共
施
設
へ
の
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
、
市
長

の
市
政
運
営
や
言
動
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

市
役
所
入
口
の
懸
垂
幕
の

利
活
用
に
つ
い
て

子籠　敏人
（自民党志清会）

議案等
番号 件　名 議決

結果

自由民主党志
清会（11人）

※１

明るい未来を
創る会（3人）

公明党
（3人）

日本共産党
あきる野市議団
（3人）

くさしぎ
（1人）

市長提出
議案 36 令和４年度あきる野市一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

市長提出 
議案 43 令和４年度あきる野市一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ 

（1 人欠席） ○ ○ ○ ○

陳情 4-8 押しボタン式機能取付け依頼陳情書 趣旨 
採択 趣 趣 趣 趣 趣

陳情 4-9 多摩都市モノレールのあきる野市方面への
延伸の実現を求める意見書提出に関する陳情 採択 ○ ○ ○ × ×

陳情 4-10 小学校、中学校で過ごす児童生徒の
電磁波被爆低減に関する陳情 不採択 × ○ × ○ ○

市長提出 
議案 46 令和４年度あきる野市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　　×：反対　　趣：趣旨採択　※１　議長は採決に加わらない。　

主な議案等に対する会派の賛否一覧

ギカイの時間 18 

あきる野市議会活動レポート
陳情者が陳情内容を説明

陳情者が趣旨や思いを委員に対し述べました。
・「押しボタン式機能取付け依頼陳情書」
・「多摩市都市モノレールのあきる野市方面への
延伸の実現を求める意見書提出に関する陳情」
・「小学校・中学校で過ごす児童生徒の電磁波
被曝低減に関する陳情」

視察受け入れ

議会だよりのリニューアルの経緯と編集につ
いて、本市議会へのオンラインによる行政視
察の受け入れがありました。広報広聴委員が
説明を行い、終了後、質疑応答や意見交換を
行いました。（４月１５日千葉県習志野市議会）

市議会の情報発信
市議会ホームページ 会議録検索システム

市議会ホームページでは、本会議のインターネット
録画配信や会議録検索のほか、議会の予定や議員の
紹介、議案・議決結果、政務活動費収支報告書、視
察や議員研修会の報告などの情報を掲載しています。

市議会ホームページで、平成７年９月以降の本会議、
常任委員会などの各種の会議録が閲覧・検索できま
す。定例会議終了後、約２か月程度でデータを更新
します。

※ このほか、本会議の模様を好きな時間にパソコンやスマートフォン等でご覧いただくことができるインターネッ
ト録画配信や、議会開催日や議会だよりの発行日など議会情報のお知らせメールが届くメール配信、各自治体
の広報紙やニュースを閲覧することができる行政情報発信アプリ「マチイロ」を活用し、情報を発信しています。

19 ギカイの時間


